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≪学習問題≫




















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・正の数、負の数の加法・減法の計算ができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・数直線を使って計算方法を考える学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・2数の符号と絶対値に着目して計算結果を考える経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・加法，減法の意味を，数直線を使って考える学習をしている。





≪学習問題≫


次の計算をしましょう。２数と計算結果について，どのようなことがいえるでしょうか。


　①（＋５）＋（＋８）　　　②（－５）＋（－８）


　③（＋５）＋（－８）　　　④（－５）＋（＋８）





主眼





授業計画･実施記録





②見通し：符号は正＋正＝正，負＋負＝負になっている。答えの数字は13で，5と8の和になっている。


→　2数の符号と計算結果から，きまりがみつけられそうだ。











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題：2数と計算結果の符号と絶対値に着目して，加法の計算のきまりを見つけよう。





③個人追究：2数と計算結果を，符号と絶対値で分類し，計算のきまりを考え説明する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「符号が異なる場合は，どのようなきまりがありそうかな？」


→「数字は2数の差で，符号は絶対値の大きい方の符号になる。」





④共同追究後半（思考を深める）


「なぜ同符号は同じ符号で絶対値の和，異符号は絶対値の大きい方の符号で絶対値の差になるのだろう？」


→「数直線上で考えると，同符号は進む方向が同じだから和，異符号は進む方向が逆だから差になる。」


　「2数を入れ替えても計算のきまりは成り立つ。」





⑤まとめ（子どもの言葉で）


・符号と絶対値に着目したら，新しい計算の仕方を見つけられた。


・2数の計算のきまりは，今まで数直線上で考えてきた計算方法を，符号と絶対値に着目してまとめたものだ。








⑥定着･活用問題


(1)2数の計算のきまりを用いた定着問題（4通り）


(2)ａ＋（－ａ）＝0　0＋ａ＝ａとなることを，2数の和のきまりを用いて説明しましょう。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・課題把握では，4つに分類された計算式から，帰納的に計算のきまりを導かせるが，4種類全てを発見させる必要はなく，正＋正，負＋負を考察することから，追究の見通しをもたせるようにしたい。


・共同追究では，発見したきまりを発表させるだけでなく，既習の数直線を用いて，演繹的に説明する場面を設け，数直線での考え方と代数和での考えを統合させたい。





≪定着・活用問題≫





【板書計画】








